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八日市市教育委員会
　〒527-8527

　滋賀県八日市市緑町10-5

TEL 0748-24-5672　FAX 0748-24-0752

会場のご案内

滋賀県立八日市文化芸術会館
　〒527－0039 

  滋賀県八日市市青葉町1－50

　TEL0748－23－6862　FAX0748－23－6863

○JR琵琶湖線近江八幡駅・米原駅・彦根駅、

　JR草津線貴生川駅から近江鉄道に乗り換え､   

　八日市駅下車徒歩15分

○名神高速道路八日市インターより国道421号  

　線を西へ車で10分

○国道8号線(友定町)より国道421号線を東へ

　車で15分

　富山県高岡市には、奈良時代に越中国の国庁(県庁に相当)が置かれ、『万葉

集』を代表する歌人のひとり大伴家持が国守(県知事に相当)として5年間赴任し

ました。当時の越中国は、今の富山県と能登半島がふくまれる大きな国で、家

持はその風土への感動や都への思いを歌にしました。『万葉集』には古代の越

中に関する歌が数多く残されており、「越中万葉」と呼んでいます。

　今回の展示では、越中万葉の世界を紹介するとともに、「近江」ゆかりの万葉の

世界にも注目してみたいと思います。

7月10日(土) 

 ｢大伴家持と越中」

高岡市万葉歴史館学芸課長 川崎 晃

主な展示品

近江路は､都への道､越への道

｢万葉集断簡尼崎本｣(平安末期)､｢万葉集断簡春日本｣(鎌倉中期)､｢万葉集断簡金沢文庫本｣(

室町初期)､｢万葉集寛永版本｣(江戸初期刊)､｢懐風藻(本居宣長旧蔵)｣(江戸初期刊)､｢万葉百

首絵かるた｣､｢越中万葉かるた屏風｣､｢越中国分寺瓦｣､越中万葉歌碑拓本､蒲生野万葉歌碑､

拓本及び蒲生野歌碑写真パネル､大津宮跡関連写真パネルなど

7月19日(月)

「『壬申の乱』後を生きた皇子･皇女」

万葉研究家 藤井 五郎
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高岡市万葉歴史館
  〒933－0116

　富山県高岡市伏木一宮1－11－11

　TEL 0766－44－5511　FAX 0766－44－7335

  http://www.manreki.com　

お問い合わせ

於:練習室①
13:30～15:00

無料

講演会


